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（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

 リオ・東京二大会連続出場の、笠岡

出身・ＢＭＸ長迫選手は、11月7日スイ

ス合宿へ。彼の東京大会までの活動を

応援しようと、〝応援する会〟鳴本哲

夫会長が募金活動を開始。 

 多くの方々から協賛の声が上がって

います。（元気会は、応援する会の事

務局担当です） 

 市内の高校生のみなさんと商店街、

そして多くの街おこし応援の方々の力

で、今年も高校生のみなさんのアイ

ディアで、笠岡の街にイルミネーショ

ンが輝きます。12月のクリスマスシー 

ズンには、やっぱりイルミネーション

という、まちおこし仕掛人の金君の呼

びかけで、今年は駅前から市役所まで

の間が笑顔に輝きます。 

 昨年12月に障がい者の方々と

「共に生きよう」と大きな挑戦を

掲げ購入した「三洋」。購入後、

本年３月までは準備企画。県知事

認可をいただいた４月から本格的

始動。利用者の方も当初６名から、

現在は14名となり、Ｂ型作業所の

40名の利用者との交流も、本当に 

仲良くすすみ、それぞれのハンデ

を助け合いながら楽しい毎日と

なっています。 

     また、元旅館という特 

    性を生かし、緊急保護や 

    コロナステイなどに行政 

    等と協働しています。若 

    いスタッフの頑張りの一 

    年間でもありました。 



 元気会事務所の隣は、全国の離島の名産

物や笠岡諸島の情報を満載し発信する、情

報発信基地〝しまのこし〟だ。 

 元気会の兄弟ＮＰＯ法人島づくり海社が運

営している。 

 先般、岡山から来たという、後期高齢者の

女性３人組が〝珍しいものはないかネェ〟

と来店。〝これ買って帰ると、久米島に行っ

た気になるネ〟などと笑い合ってる。 

 笠岡へは何の目的でと尋ねると、〝竹喬

先生の特別展を観に来た〟という。流石で

ある。 

 そこへまた妙齢の後期高齢者３人組が〝

ここだ！ここだわよ〟と、ハシャギながら

入店。今日は珍しく、客の多い日だ。 

 なんとなく笠岡顔でないので〝どちらか

ら？〟と聞くと、〝広島からGoToよ〟とい

う。〝竹喬さんのとこで美人画の特別展を

してるでしょう〟こちらも竹喬だ。 

いいぞ、いいぞ笠岡と内心思う。 

 瀬戸内海の魚の加工品が欲しくて、そこ

の天満屋さんに行ったら、ここを紹介しても

らったの。 

 「最高のものがあります。 

 〝灰干し〟です」 

 「三宅島の火山灰の中で熟成させた、 

 最高級の･･･。ただし、道の駅にあります」 

 「笠岡の道の駅に行きたいけど、 

  バスが･･･」 

 「私が連れてって上げますよ」 

 「ホント、悪いわネェー」 

 口は遠慮しているが、身体は、もうカバン

を持って車に向かっている。道中、日本遺産

となった笠岡諸島と大干拓を大宣伝。 

 ６人とも、目を丸くして、〝ヘェー。笠岡は

すごいネ。だから、こういう旅はするもんな

のよ〟などと、６人のバァサン達が喜ぶ。 

 三日後、広島から電話あり、お歳暮に使う

ので、〝灰干しの輝きセット、二個お願いしま

す〟 

 ヘイ！毎度ありー。 

竹喬先生のおかげです。 

  元気会生活相談活動の中から、 

   〝暮らしの谷間を埋める〟 

 紹介シリーズ 今回は〝しまのこし〟 

毎月の大仙院縁日祭おかげ市

を盛り上げます。今月は笠岡

小学校３年生と一緒に七福神

です。 

なかなか一人

では外出でき

ない、目に不

自由な方、聴

覚言語障がい

の方々と一緒

に、食事会の

旅と交流。 

障害を持つみなさんですが、社会復帰に

向けての作業は、可能な事に挑戦中です。 

2021年正月 

朝６時、運動公園出発 

７時に寄島青佐で初日 

の出を拝みます。 
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